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 性同一性障害を公表している世界ボクシング

評議会（ＷＢＣ）女子フライ級元王者の真道（し

んどう）ゴー（29）＝写真。今年６月、東京・

後楽園ホールで行われたタイトルマッチを「人

生の岐路」と位置づけ、３階級制覇の王者・藤

岡奈穂子（41）に挑みました。「子供に『父ちゃんは昔、女の子やった

けど、その中で最強やったんやで』って絶対に伝えたる」。女性最強を証明した後、性別適合手術を受け

て戸籍を男性に変更し、７年前から支えてくれているパートナーの女性（32）と結婚するつもりでした。

しかし、滑り出しこそ好調だった試合は中盤で流れが変わり、０－３の判定で敗退。自らの性への違和

感と周囲との不協和に苦しみ、「心から打ち込めて人にばかにされないものがほしかった」という真道が、

さまよった末に出合ったのがボクシングでした。今、何を思い、将来をどう描いているのか。真道の心

境に迫りました。 

日曜朝は『Ｓ』で始まる――。ストーリーにご期待下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 民進党・蓮舫代表を巡り浮上した「二重国籍」問題。政党代表としていかがなもの

かという指摘から、「人種差別では」と擁護する声まであり、議論が沸騰しました。け

れど、欧米など海外に目を向ければ、二重国籍を認める流れも広がっているようです。

国内の政界でも、そうした機運が盛り上がったことがあったのに、なぜか下火に。「国

籍は一つ」とする日本の制度は、当たり前のことなのか。識者とともに立ち止まって

考えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 人工知能（ＡＩ）技術が進歩し、社会の利用が急速に広がっています。囲碁でトップ

クラスの棋士を破った衝撃は生々しく、「人知を超える日」を予感する声が強まってい

ます。暮らしが快適になり、人類の進歩に寄与することが期待される一方で、軍事技術

への転用や暴走への不安も指摘されています。ＡＩの現在の到達点と未来像を３人の専

門家が明らかにします。 

時代が見える――。オピニオン面にご期待ください。 

 

 

真道ゴー 人生の第２ラウンド    10月２日（日） 

描かれるのはバラ色の社会か、それとも…… 

ＡＩ「人工知能」 到達点と未来 

オピニオン面 [論点] 10月７日（金） 

蓮舫代表の問題をきっかけに考える 

「国籍は一つ」って当たり前なの？ 

夕刊特集ワイド 10月３日（月） 



 

 

 

 

 

 

 今の日本は、子どもの６人に１人が貧困に直面しているといわれます。２年前、国の基

本方針である「子どもの貧困対策大綱」が策定され、貧困に陥りがちな母子家庭の就労支

援や、貧困の連鎖を断つための高校生の中退予防など、問題の改善に有効と考えられるさ

まざま取り組みが示されました。そうした中から、記者が当事者に寄り添った先進的な対

策を進めている自治体を訪ね、現場をルポしました。そこから浮かんだのは、周知や情報

共有の不足、継続的に支援を続けるための安定的な財源確保の難しさです。 

 

 

 

 各界で活躍する話題の人たちは、どんな育ち方をして今の姿になったのでしょうか。立

派に育てあげた親の顔を見てみたいと記者が親を訪ねる新企画。初回はラグビー界のスー

パースター、五郎丸歩選手（30）の母、日登美さん（57）が登場します。ラグビーを始め

た３歳のころから現在に至るまでのエピソードや秘蔵写真を惜しみなく公開してもらい

ます。 

 

 

 

 暑さが残り、夏の疲れもなかなか取れないこの時期は、滋養のある食事で体調を整

えたいものです。鶏肉を煮込んだ韓国料理「サムゲタン」は夏の暑い時に食べるとよ

いとされますが、薬膳料理研究家の新開ミヤ子さんは「養生のためには年中おすすめ」

と話しています。本場の韓国では丸鶏を使うところ、日本の食卓で手軽に作るなら、

骨付きもも肉で代用できます。 

 

 

 

 人生相談の回答者に加わった落語家の立川談四楼さん＝写真＝は、立川談志に入門

し、1983年に立川流第１期真打ちとなりました。同時に文壇デビューして作家とし

ても活躍中。今回、執筆活動をする 65歳男性からの相談に答えます。毎日 15時間

執筆して応募しているのに、年収 12万円で「このまま今の生活を続けるべきか」と

悩む男性。師匠はどんな回答をするでしょうか。 

 

 

 

 

 1978年のパリコレクションをはじめ、北京、ニューヨーク、ベトナム、キューバ、ミ

ャンマーと世界各地でファッションショーを展開し、常に新しいものを創り出してきた

デザイナーのコシノジュンコさん。東京五輪組織委員会の文化・教育委員も務めるコシ

ノさんが、共通点が多い加藤登紀子さんと日本の文化や「対極の美」について語り合い

ました。 

 

 

 

 

新企画「親ありて」   くらしナビＡ面 10月５日（水）から  

秋のサムゲタン料理   くらしナビＡ面 10月４日（火） 

人生相談・立川談四楼   くらしナビＢ面 10月９日（日） 

加藤登紀子×コシノジュンコ対談         10月３日（月） 

子どもの貧困対策・先進地の取り組み 

医療・福祉面 10月５日（水） 


